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新居地域センターにて、第

２回 浜松医療センター市

民公開講座 in こさいを実

施しました。今回は「知っ

て安心 心臓と血管のお

話」をテーマとして、循環

器内科医師、血管外科医師、

心臓血管外科医師が詳しく

今回の市民公開講座は

「よくわかる！高齢社会の

ほね・せぼね・関節の手

術」をテーマとして開催し

ます。この講演は、整形外

科医師が詳しく解説、ぜ

当院および浜松市立看護学校で実施し、昨年の反省を活か

してトリアージ訓練、本部訓練、搬送訓練などを行いました。

災害拠点病院として、災害時には地域の医療を支える使命

があり、今後も定期的な訓練を実施していきたいと思います。

① 新設診療科紹介 腫瘍内科

②新設外来紹介 大人アトピー外来

③ TOPICS

④ お知らせ

毎年10月は臓器移植医療への理解を広げることを目的と
したグリーンリボン運動のメッセージを伝えるため、全国各
地のランドマークがシンボルカラーであるグリーンにライト
アップされ、当院では１０月１５日～１８日まで点灯しました。
この光には、ドナー（臓器提供者）への感謝に加え、移植を
待つ人たち、移植医療を支える医療者等へのエールの意

第２回 浜松医療センター
市民公開講座 in こさい

浜松市医療救護訓練

講演1： 整形外科医長 ／ 森田 大悟

「高齢者大腿骨近位部骨折患者から見える社会問題

―栄養状態、居住形態との関連―」

講演2：臨床研修管理センター副センター長

(整形外科医長) ／ 小林 祥

「脊柱管狭窄症をどう治すか」

講演3：リハビリテーション科部長 (整形外科医長)／

甲山 篤

「膝が痛いのは年のせい？

～高齢者の膝の痛みに対する治療～」

講演4：副院長 (整形外科部長) ／ 岩瀬 敏樹

「人工股関節置換術」

■開催日時

2025年1月18日（土）14時00分～16時30分

■料金

無料

■開催場所

アクトシティ浜松 コングレスセンター３１会議室

(浜松市中央区板屋町111-1 )

■定員

300名

申し込み不要・先着順

直接会場へお越しください

ひご参加ください。

こちらから

浜松市立庄内小学校にて、当院のが

ん化学療法看護認定看護師・山田知

壽樹が小学5年生61人を対象に「が

んを学ぼう」と題した「がん教育」を実

施しました。今回、受講いただいた生

徒の皆さんが、がんについて知り、理

解していただく一助になれば幸いです。

がん教育

(開場1３時１５分予定)

今年も浜松市医療救護訓練を実施しました。

T O P I C S お 知 ら せ

味も込められています。

解説しました。



当院では令和６年９月より

『大人アトピー外来』を設置し

ました。「ステロイド軟膏の上

手な使い方を知りたい」「他院

で治療を受けているがもっと皮

膚をきれいにしたい」など、さま

ざまな悩みからその患者さん

に最も適すると思われる治療

①紹介状をお持ちの方は、医療連携室にて予約をしてくだ

さい。

【医療連携室】

月～金曜日：8時30分～19時00分

土曜日：8時30分～17時00分

※年末年始（12/29～1/3）、祝日を除く

電話：053-451-2760（直通）

②紹介状をお持ちでない方は、皮膚科にお問い合わせくだ

さい。

【皮膚科】

月～金曜日：8時30分～17時00分

※土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く

電話：0570-07-1113 (ナビダイヤル)

法を選択し行います。

毎週月曜日に腫瘍外来を開設し、他施設では困難な希少癌（肉腫、原発不明癌等）への対応を含

め、がんに関する様々な相談を受けています。もし何かありましたら、ご紹介もしくはご連絡ください。

その他、がん遺伝子パネルの説明/実施（と促進）、免疫関連有害事象の相談、キャンサーボードの

開催、がん治療と仕事の両立支援活動にも力を入れています。

また、専門とする肺癌では、m3.comで定期的に論文紹介をしており、日本肺癌学会では臨床試験

データベース（JIDB)の構築を担ったり、アプリを使ったがん治療（ePRO）の臨床試験や当院への

導入を進めたりもしています。もし興味がございましたら、気軽にお声かけください。

腫瘍内科は、「がん」「悪性腫瘍」を診る診療科です。

免疫療法/分子標的薬、化学療法などのがん全身療法を専門とする科になります。

静岡県西部の市中総合病院では初めての創設になります。

腫瘍内科は、今全国的に増加しています。その一番の理由は、

がん治療の進化、複雑化していること、それに伴い副作用も多

彩で難しくなっていることがあります。また、がん治療の進化は

現在驚くほどの勢いであり、毎年のように新しい抗がん剤、新し

い治療法が出てきています。腫瘍内科は、がん/腫瘍を専門とし

て臓器横断的に対応する科になります。

ただ、大事なことは、ご存じの通りがん/腫瘍は大変手強い病

期であり、いかに優れた治療であっても抗がん剤だけで闘うこ

とは困難です。各臓器専門の医師はもちろん、緩和科の先生方

/スタッフ、リハビリの皆様、栄養科、がん相談支援センター、外

来・病棟の看護師の皆様、その他多くの皆様のサポートなしで

は全く成り立たない科でもあります。

当科が目指すところは、多くの方々の支援を頂きながら、最

新・最善の治療を受ける機会をがん患者の皆様に適切に提供

することです。最善の治療とは、腫瘍の抑制や長生きだけでなく、

経済面や就労状況まで踏まえた、生活を守る治療でもあります。

肺がん、胸部/その他の悪性

腫瘍への診療/相談

原発不明がん、肉腫、希少

がんなど、他で困難な腫瘍

への対応

がん遺伝子パネル、キャン

サーボード、がん治療と仕

事の両立支援の促進


